
中心商店街に花木の植栽を行って潤いと憩いの場を創出。維持管理作業は市民
が中心に行う、市民参加型の街づくりを実践。

鳥　取　商　工　会　議　所

【事業名と実施年度】

平成14年度 活性化対策事業 魅力的な街づくりのため、花を活用した以下の事

業を実施した。

・商店街を花と木でつなげるために花壇を設け、

ハンギングバスケットを設置

・ハンギングバスケット教室の開催

総事業費 31,748千円

【事 業 実 施 内 容】

１．背景

鳥取市の商業は近年、山陰最大の郊

外型ショッピングセンターである「ジ

ャスコ鳥取北店」が家族連れで賑わう

一方、中心市街地は「ダイエー鳥取駅

南店」の閉店、商店主の高齢化等によ

り閑散とした状況が続いている。鳥取

市が平成13年８月に実施した調査で

は、中心市街地の通行者数は過去12年

間で最低となり、空洞化の実態が浮き

彫りとなった。

このような状況の中、鳥取商工会議

所内に平成12年４月、TMO「まちづ

くりとっとり・21」を設立し、市街地

の駐車場を利用した企業訓練「チャレンジショップ」や空きビルを生かした「街の入口情報館」

の整備を行って、中心市街地の活性化を図ってきた。
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機関名

所在地

電話番号

地域概要

事業の対象となる
商店街の概要

商店街の類型

鳥取商工会議所

鳥取県鳥取市本町３－102

０８５７－３９－０７７７

（1）管内人口 15万人

（1）商店街数 11商店街

（3）空店舗率 ７％

（2）管内商店街数 11商店街

（2）会員数 450商店

（4）大型店空き店舗数 １店

1．超広域型商店街　2．広域型商店街　3．地域型商店街　4．近隣型商店街

鳥取市の位置



本事業では、中心商店街に花木の植栽を行うこと等を通して、街に潤いの場を創出するととも

に市民参加型の街づくりの実践を行った。

２．事業内容

鳥取市の中心市街地の街並みには、華やかな彩り・くつろげる空間などの要素が欠けていた。

そこで、鳥取駅前から鳥取市役所第２庁舎までの中心商店街に花壇を設けて花木の植栽を行うと

ともにハンギングバスケットを設置することを通して街に潤いと憩いの場を創出するための整備

を行った。

また、市民参加のハンギングバスケット教室を開催した。

（１）花壇・ハンギングバスケット設置事業

１）概要

JR鳥取駅前から市役所までの中心商店街をハン

ギングバスケット通りとして整備した。花壇の整備

工事は平成14年８月に開始、10月に完成し、合わせ

てハンギングバスケットを設置した。

設置後の維持管理は商店街が中心となり、市民が

参加して行うこととした。

（２）場所

・新鳥取駅前地区商店街　　花壇58箇所に花木の植栽

を行い、ハンギングバス

ケットを設置

・鳥取本通商店街　　　　　花壇39箇所に花木の植栽を行い、ハンギングバスケットを設置

・若桜街道商店街　　　　　アーケード支柱93箇所にハンギングバスケットを設置

（３）ハンギングバスケット教室の開催

市内で造園業を営む30代の女性が講師となり、教室を開催した３日間でおよそ60名の市民

の参加があった。

・日時　　　　平成14年12月13日（金） 13時30分～15時

14日（土） 10時～11時30分

15日（日） 10時～11時30分
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鳥取商工会議所

街路の様子

ハンギングバスケット設置の様子



・開催場所　　「街の入口情報館」３階

・募集人数　　各日時ともに20名

・参加費　　　無料

【効 果】

（１）市街地に花木が植えられたことで、色彩

豊かな景観を楽しむことが可能となり、街の

シンボルを形成することができた。

（２）花を飾り、育てる作業を行うことを通し

て住民同士のコミュニケーションが活発に図

られるようになった。

（３）花木の植栽、ハンギングバスケット設置

後に発生する維持管理作業を商店街が責任を

持って行うことで、美しい街並みを形成して

いくことに対する意識を継続的に持ち続けら

れることが可能となった。

【課 題 ・ 反 省 点】

今後は公募などにより市民が主体となって参加

する植栽整備を行っていく予定である。本事業で

の取り組みを、中心市街地に対する市民意識の高揚にどのように繋げ、その結果として植栽整備

をはじめとするまちづくり事業に多くの市民に参画してもらうかが今後の課題となると考えてい

る。

【関 連 Ｕ Ｒ Ｌ】

鳥取商工会議所　　http://www.tottori-cci.or.jp/

298

鳥取商工会議所

ハンギングバスケット教室参加者募集チラシ


